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Welcome Message 

46
111 
World Congress of Surgery 2015/ 

WCS2015 

23・27August 2015， Bangkok， Thailand 

Nopadol Wora-Urai， President ISSISIC 
Congr郎 President，46th World Congr郎 ofSurgery of ISSISI C 

Dear Members of the Japan Chapter of the ISS/SIC and Colleagues 

As you all know， the International Society of Surgery (ISS/SIC) is on巴ofthe 

oldest and most prestigious international surgical societies in the world. The 

Soci巴tywas established in 1902 in Belgium. The first International Congress 

took place in 1905 in Brussels. The Society had gone through difficulties during 

出e1st and 2nd World War. The headquarters has been moved from Brussels， 

Belgium to Basel， Switzerland since 1979. We now have more than 2，500 

memb巴rsfrom well over 100 nations around the world. 

The International Society of Surgery (ISS/SIC) holds its World Congress， 

formerly known as the “International Surgical Week"， biennially. The previous 

Congress in 2013 was held in Helsinki， Finland and it was a great success. 

The next ISS/SIC World Congress， the 46"' World Congress of Surgery， 
will be held in Bangkok， Thailand，仕om23-27 August 2015 at the Bangkok 

Convention Cent巴r，Centara Grand at Central World in Bangkok. The Congress 

is jointly organized with the Royal College of Surgeons of Thailand (RCST) 

and 6 Integrated Societies of the International Society of Surgery. The Local 

Organizing Committee， led by Professor Supakorn Rojananin， former chairman， 

Department of Surgery， Siriraj Hospital and Faculty of Medicine， Mahidol 

University， has been working very hard to make this Bangkok Congress also a 

very successful and memorable one. 

The Pre-Congress Workshop: Several pre-congress workshops have been 

a打angedto take place few days before the Congress. These include the IATSIC 

Definitive Surgical Trauma Care Course (DSTC)， the Upper GI Workshop in 

Soft Cadavers on“Role of D2 Gastrectomy"， the Bariatric Surgery Workshop 

in Soft Cadavers， the Hernia Workshop in Soft Cadavers， the Endoscopic 

Thyroidectomy Workshop in Soft Cadavers， the BSI Br巴astUltrasound 

Workshop， the Breast Oncoplastic Soft Cadavers Hands-On Workshop， and 

the Surgery of Pelvic Floor in Pelvic Floor Dβsc巴ntSyndrome， a Hands-On 

1νorkshop in Soft Cadavers. 

-.The Scientific Progl'am: The Scientific Program， organized by 6 Integrated 

Societies of the ISS/SIC and the ISS/SIC program commitlee， incllldes the 

Martin AIlgower lectllres， the ISS/SIC Grey Turner Lectllre， State-of-the-

Art Lectures， Special Lectures， Plenary Lectures， Free Pap巴rand Poster 

Presentation， Symposium， Case Presentations， Lllnch Sessions， Prize Sessions， 

Postgraduate Courses， and many others. 

The Social Program: the social program incllldes the Welcome Reception 

right after the Opening Ceremony on Sunday 23 August， the RCST Presidential 

Dinner (by invitation) Monday evening 24 AllguSt， Society Dinners on Tuesday 

evening 25 August and th巴ThaiNight Dinner at Sampran Riverside (formerly 

known as Rose Garden) on Wednesday evening 26 AllgusL 

The Pre-and Post-Congress Tour: The pre-and post-congress tOllr have b巴en

arranged for those interested in sightseeing tours of Bangkok (the Grand Palace， 

the Temple of the Em巴raldBllddha， the Vimanmek Teak Palace or tOllr of the 

cities nearby， for example， the old cities in Ayudhaya and Sukhothai， or world 

famous beaches in Phllket， Krabi， Samui or cities of culture like Chiang Mai and 

Chiang Rai. 

Thailand and especially the city of Bangkok have been back to a very peaceflll 

place with big smiles everywhere for several months now since May this year. 

The newly appointed government is trying their best to improve the well-being 

and the standards of living of the people in the country. The general election is 

dlle by the end of 2015. The Thai prime minister and several of its cabinet have 

been welcomed at the international platforms創 oundthe world. Th巴 influxof 

tOllrists from around the world has been seen at several inl巴rnationalairports in 

Thailand巴speciallyat the Bangkok Jnternational Airport. 

On behalf of the lnternational Society of Surgery， the Local Organizing 

Committee， the Royal College of Surg巳onsof Thailand and the Thai People， 

1 would like to invite yOll all to join the 46'h World Congress of Sllrgery of the 

International Society of Surgery in Bangkok， Thailand from 23-27 August 

2015 at the Bangkok Convention Center， Centara Grand al Cenlral World. 

Your contributions in sciences and surgery， state-of-the-art and cutting-edge 

technology and innovations at出isCongress will be greatly appreciated and will 

b巴 ofgreat benefit to surgeons， physicians， nurses， surgical trainees， medical 

students and other medical personnel， not only in Thailand but from all other 

count:ries in the region and other parts of the world. 

We are looking forward to welcoming you all in Bangkok in August 2015. 

Sincer巴Iyyours 

Nopadol Wora-Urai， MD， FRCST 
President， International Society of Surg巴ry

Congress President 

Vimanmek Teak Mansion Templ巴ofthe Emerald Buddha Anantasamakom Throne Hall 

Temple in Ayudhaya (old capital city of Thailand) Krabi. Thailand The White Temple. Chiang Rai 
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IAES学会のご案内

医療法人神甲会隈病院院長

IAES Council 

宮内昭

国際内分泌外科学会 (IAES) は万国外科学会(ISS/SIC) を構成する重要

な学会の一つです。登録された会員数は 528人、その内の日本人は 52人と決

して大人数の学会ではありません。しかし、高い専門性と会員の学会出席率が

非常に高いこと、会員相互の交流が親密で、あることが特徴であり、最近は毎回、

300人程度の参加があります。IAESでは、何時の頃からか“EndocrineSur-

geons are friendly surg巴ons"が一つの楳語となっています。

さて、 lAESはノ JレウェーのPeterHeimann教授の提唱が元となって、 1979

年の万国外科学会の開催中に設立され、それ以来ず、っと万国外科学会と一緒に

開催されて来ています。烏インフルエンザのため 2003年のパンコックでの万

国外科学会はキャンセルされましたが、 IAESは翌年にスエーデン、ウプサラ

(Local Organizer:λckerstrom教授)にて野口志郎会長の下に開催されました。

昨年の万国外科学会はヘルシンキで開催されましたが、このときの万国外科学

会会長は上記のウプサラ大学内分泌外科の Acker仙台n教授(写真1)であり、

我々 IAESの会員は大変誇らしく思いました。なお、この時の第 17回lAES

の会長は Yale大学の Udelsman教授(写真 1，2)であり、会長講演として、

IAESの歴史とくに学会設立の提言者 Heimann教授の生い立ち(ドイツに生

まれナチスによるユダヤ人迫害を逃れるため家族でスエーデンに亡命、そして

色々)から IAES設立の提言までについて非常に感動的な講演をなされました。

現在、 lAESでは提言者の功績を讃える ため特別講演 PeterHeimann Lecture 

を設けています。

1987年の学会にて藤本吉秀教授(東京女子医大、当時)が会長に選出され

たことが契機となり日本とアジアにおいても内分泌外科学会を作ろうとの機

運がにわかに高まりました。アジア内分泌外科学会が 1988年に、日本内分泌

外科学会が 1989年に設立され、いずれも初代会長は藤本教授が務められまし

第37回万国外科学会CISS/SIC)日本支部総会議事録

2014年4月 5 日(土曜日)午前 7:15~8:00

於: グランドプリンス京都 81 比叡

出席者池田正，岩中督.海野倫明，岡本高宕，片田夏也，川原田嘉文，北川雄光.
北野正剛，久米真，桑野博行，後藤満一，島田英昭，鈴木長一，高男 1尊，
田中淳一，田中雅夫，田中洋一，夏越祥;欠，野村幸樫，橋爪誠，馬場秀夫，
原口義座，東口高志，平田公一，福富隆志，藤田尚，藤村隆，藤元j台閉，
堀口明彦，前田耕太郎，松原久裕，真船健一}喬端康光，宮津光男，村尾佳則，
森正樹，守瀬善一，矢永勝彦，横江隆夫，吉田寛，吉田和弘，若井俊文，
和田則仁

(敬称略、五十音11園、計 43名) (事務局:奥田京子)

1 .開会の挨拶 北川雄光日本支部長

2.前回議事録の確認

3.会員動向 ・支部活動報告

4.決算・予算案 原案(ニュースレター 38号に掲載)通り承認された。

5.1目55/βS引1仁理事会報告 j北七

がなされた。WCS2015(旧ISW)は2015年8月2お3日-2幻7日に夕イのパン

コクで開催される。会場の CentaraGrandは参加者のメイン宿泊ホテルとな

る。最大の socialprogramである ThaiNightは26日(水)に RoseGarden 

という著名なリゾー トで行われる。日本支部としての JapanNightは23日の

開会式後の開催を考えている。各 IntegratedSocietyで学術プログラムの編

成が進んでいる。日本から多くの司会・演者を出せるよう、引き続き Society

ごとで活動をお願いしたい。20数年間本部事務局を支えた VictorBertschi 

が 2015年末に退任の予定で組織も変わるため、その準備がなされている。

WCS2017の闘催はブエノスアイレス。WCS2019の開催候補地として現在ポ

ーランド、クラコーの先生が手をあげている。

6. Integrated 50cietiesについて

ISDS ~Iヒ)11雄光 ISDS副会長 :ACSおよびDDW時に理事会を聞いている。

た。いずれの学会もその後順調に発展し、今日に至っています。なお、私は

2012年からアジア内分泌外科学会の Chairmanを勤めさせて頂いています。

次回の IAES学会は 2015年8月23日-27日に万圏外科学会と共にタ イの

パンコックにて開催されます。i寅題の募集は 2015年 1月12日締めの予定です。

46th World Congress of Surgeryのウエブサイト https://www.wcs2015.org/

homeにご注意ください。日本からもたくさんの若い内分泌外科医の参加を期

待しています。

写真 1:会長講演を終えてリラックスするAckerstrom万圏外科学
会会長と υdelsmanIAES会長。左から、 Grant教授 (Mayo
Clinic)、Ackerstrom教授、 Udelsman教媛、宮内。

写真2・IAESの歴史について会長講演をする Udelsman教慢。
学会設立提唱者のPeterHeimann教綬とその他の人々 。

WCS司会・演者招]博の予算が厳しく、少人数でプログラムを構成する方

向になっているが、多くの日本の先生に参加していただける体制をとろ

うと考えている。

IATSIC藤田尚先生 DefinitiveSurgical Trauma Care (DSTC) Course 

第3回日本コースを 9月に帝京大学で開催する。KennethD. Boffard先

生が3回目の来日、前 IATSIC PresidentのIanD. Civil先生がニュージ

ーラン ドから来日。外傷に関心のある先生にコースの推薦をお願いした

し、。

IAES高見博先生 :アジア内分泌外科学会の際にミ ーティングを行った。

Secretary TreasurerのGeoffreyB. ThompsonとIAESPresidentの

Chen-hsen Leeを中心に進んで‘おり、プログラムの 8割方が決まった。

IASMEN東口高志先生:昨年の ISWヘルシンキより副会長を拝命した。

会員数が伸び悩んでおり、特に若手医師を中心に会員増に努めたい。

7. Participating 50cietiesについて

A WS (Association of Women Surgeons)野村幸世先生:私個人は参加し

たことはないが、 ISWヘルシンキの際に JAWSより 2名が発表で参加

し、交流を始めている状況である。

WOFAS (World Federation of Associations of Pediatric Surgeons)岩中

督先生:ISW2013から WOFASと日本との関係が非常によくなり、大き

な信頼を得ている。現在、北川博昭先生がアジア代表の理事。昨年秋ベ

ルリンで大きな大会があり、次回3年後のワシントンに向けて日本も積

極的に活動していく 。

8.その他

北 )11雄光日本支部長 :2015年 末で私の ISS/SICCouncillor、National

Delegateの任期が満了するため、後任の先生を募る。

9.次回支部総会日程について

次回の総会は恒例どおり日本臨床外科学会最終日早朝を予定している。

以上(文武和田則仁)
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万国外科学会の思い出

大分大学学長

ISDS Program Committee 

北野正剛

小生にとって生まれて初めての海外学会参加は 1980年 10月リスボンで開催

された CICD(国際消化器外科学会)で、あった。この学会は、先年 ISS/SICの

関連学会となった ISDSの前身であり、まさにこれから日本の消化器外科が海

外に雄飛する契機となったものである。小生はたまたま、当時九州大学第二外

科井口潔教授、杉lur圭蔵講師そして兼松隆之助手が講演や発表予定で渡敵する

中で、大学院4年目の研修で食道静脈痛を受けもっているということから、お

供をさせていただいた。その後、 1991年ストックホルム大会で、初めて ISS/

SICにデピ、ユーした。留学先の思師、ケープタウン大学タープランシュ教授に

指名されパネリストとなった。当時は駆け出しの助手で日にちが取れず、ス

トックホルムに一泊のみで帰ったことを覚えている。その後95年故出月康夫

会長による リスボン大会、 97年アカプルコ大会、 99年ウィーン大会、と参加

した。学会参加で最も記憶に残る光景は 2001年ベルギー大会で、の北島政樹教

授の特別講演グレーターナーレクチャーである。福j幸諭吉翁の紹介に始まり先

生が取り組まれた先進医療さらには外科医としての使命にまで言及された。会

場は満席でその講演終了時には参加者が総立ちで拍手がいつ終わるのかと思

IASMEN Vice Presidentを拝命して

藤田保健衛生大学外科・緩和医療学教授

IASMEN Vice President 

東日高志

昨年、 8月25日から 29日にヘルシンキで開催されました ISW(International 

Surgical Week) 2013に参加させていただきました。 その際、 IASMEN

(International Association for Surgical Metabolism and Nutrition)のVice

Presidentという、思いもかけない大役を仰せつかることとなりました。そこ

でISW2013へ参加させいただきました感想とともに、 一言御礼を申し上げた

いと存じます。

IASMENは万国外科学会 (ISS/ SIC)の擁します5つの branchの一つで、

臨床栄養に携わる世界の外科医が参集しております。もちろん、わが国の日本

静脈経腸栄養学会(JSPEN)や日本外科代謝栄養学会(JSSMEN)ともリン

クしており、横浜で ISW2011が開催された|践には、わが国の外科代謝・栄養

学を志すものが結集しホットな討‘議が行われたことはまだ記憶に新しいとこ

ろです。

ISW 2013では IASMENの MembershipMeetingが行われ、その |際の

Presidentは欧州静脈経腸栄養学会 (ESPEN)の前 Chairmanである Olle

Ljungqvist先生、 VicePresidentは]SPEN前理事長の大柳治正先生が勤めら

カルパベネム系抗生物質製剤 担方ぜん匡議品刷匿:0:互9

グ フィニノ('~クス・2糊jii;
FFNfB4x-rZ12;;誠九により酬向日 電~詔B

効能・効果，用法・用量，禁忌を含む使用上の
注意等については，添付文書をご参照下さし、。
FBX.K().Hlll¥<OI)'R事C例71" 鐙緑樹根県 "1.隼1I1n成

関週11販売元 I資純附京s.J

⑧主tff£??烹
区費情緒包ンタ-8ヨ0120.956・734

うほどのスタンデイングオベーションであった。たまたま小生が手に入れた最

新の DVDカメラで一番の後方2階からすべてを収録し、今でも手元にある。

03年バンコク大会は財政難で中止、 05年南アフリカダーパン大会では大変

な目にあった。 ヨハネスブルグ空港でのことである。なんと空港ピル内で

ATMが弄られ、日本の銀行カードを挿入したまま出てこなくなった。飛行機

の時間が迫り、そのままダーパン行きに乗って、翌日残高をチェ ックしたら直

後から 10回ほどに分けて全額引き出されていた。いまだにどんな方法でカー

ドの情報を読み取り、悪用したのか不明である。ATMの中に犯人が隠れてい

たのではと思わせるほどの鮮やかな手口であった。07年北島政樹会長による

モントリオール大会ではカナダの紅葉の赤さに見とれ、 09年のアデレイド大

会そして 11年は渡辺昌彦 LOC会長による横浜大会、この時小生が副会長と

して皇太子殿下ご臨席のレセプションで司会をさせて頂いた。殿下の皆へのお

心遣いなど、素晴らしい経験をした。

ISS/SICについては、まだまだ語りつくせぬ多くの思い出があるが、学術的

なことの記憶は抜け落ち、日常と異なるものだけが思い出として残っている。

学問的なことは常に上書きされ、常に最新の知識しか残らないからであるとい

うのも一つの言い訳か? また駆け出しのころ国内では日頃話すことも出来

ないような先輩外科医一我が困の外科を先導された比企能樹、 出月康夫、 山川

達郎、 北島政樹教授の皆様から親しく指導いただけたのもこの会への参加の大

きな宝である。

いずれにせよ、ISSは楽しい学会である。最新の知識を得る (常に上書:きさ

れる)とともに多くの先輩と親しくなる機会でもある。若い皆さんも是非参加

して、またとない思い出を作りませんか?

れておりました。今回、役員の改選が行われ、新しい Presidentとしてブラジ

ルの ]oseEduardo de Aguilar-Nascimento先生が就任され、 VicePresident 

としては、現在]SPENの理事長を勤めさせていただいております関係からと

思いますが、 ]SSMEN理事長の民田 裕先生からご推薦を賜り、急漣私が拝

命することとなりました。これは私にとりましては大変名誉なことではござい

ますが、同時に大変な重責でございます。現在、]SPENは会員数2万人を抱え、

多くの外科の先生方にもご参加し、ただいておりますので、少しでもわが国の

memberを増やしていけるように、また北島政樹名誉教授が創設された

Kitajima Prizeを受賞・できるような人材を発掘・育成できるように尽力いたし

たいと存じます。

一方、 ISW2013の会期中、私は集中治療の栄養管理に関するセッションの

座長を務めさせていただきました。そこで感じたのは、もっとわが国の若手の

医師の皆さんにご参加し、ただきたいということです。わが国は素晴らしい技術

と知識を持っていますが、国際的なアピールは十分とはいえず、残念に思いま

した。また、とてもご高名な先生方が一堂に会する場ですので、そういった諸

先輩方と直接お話ができる良い機会と思います。実際、私自身も数々の著作で

知られる FrankG. Moody先生と知り合う機会に恵まれ、ホテルまでの道すが

ら、色々なお話を伺うことができました。こうした点をとってみても非常に有

意義な学術集会であったと思っております。

最後に、このようなすばらしい機会を賜りました OlleLjungqvist先生、大

柳治正先生、民;田 裕先生ならびに ISW20l3のGoranAkerstrom会長、 Ari

Leppaniemi LOC会長、また日本支部長の北)11雄光先生にこの場をお借りして

心より御礼申し上げます。

「効能・効果J.r効能・効果に関連する使用上の注意j、「用法・用量J.r用法・
使用上の注意J、「幾忌を含む使用上の注意J毒事については、添付文・をご参照ください。
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World Congress of Surgery WCS2015 -. ~~~ 

23・27August 2015， BangkolくThailand .:6 泌総
ご案内 喝元7 、韮タ

2015年8月23日(団-27日附の5日間、タイのバンコクにおきまして、 WorldCongress of Surgery 

(1日InternationalSurgical Week) WCS2015が開催されます。

I微笑みの国jタイは見どころも多く、学術集会の前後に様々な観光ツアーが企画されています。

日本からバンコクまで直行便で約6~7時間。 皆僚の多数のご参加を心よりお待ち申し上げます。

〈云 t号 CentaraGrand & Bangkok Convention Centre at Central World. 

主な日程

8月23日(日 16:30 開会式

18・00 オープ二ングレセプシヨン

8月24日開 8:00 ISS/SICプレジデン卜講演

Travel Scholar、2015年ISS/SIC各賞受賞者、名誉会員の紹介

10:30-学術集会

8月25日ω 8:30-学術集会

19:00 IAES， IATSIC， IASMEN， BSI， ISDS， WOFAPS 各学会夕食会

8月26日附 8:30-学術集会

夕刻 Suan Sam Phranナイト (於ローズガーデン)

8月27日同 8:30-学術集会

10:30 Grey Turner講演

11目 15 ISS/SIC総会

19:00 閉会

演題登録締め切り 2015年1月12日GMT正午 (日本時間午後21時)

詳細につきましては、 WCS2015のウエブサイトをご覧ください。

WCS2015について http://www. wcs2 01 5. org/home 

演題登録について http://www.isw2015.com/abstracts.html 

日本支部のウ工ブサイトにも随時情報を掲載します http://iss-sic.umin .jp/ 
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※効能・効果、用法・用量、 警告、禁忌を含む使用上

の注意、効能・効果に関連する使用上の注意、

用法・用量に関連する使用上の注意等は製畠添付

文密をご参照ください。

[資料繍求先]

製造販売元中外製薬株式 会社
干103・8324 東京都中央区日本橋室町2-1-1
ホームページで中外製薬の企業・製晶情報をと覧いただけます.
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Yokohama Award of Japan Chapter 
ISS/SIC 

若手外科医へのwcs参加支援プログラム

[募 集 要 項 ]

ISS/SIC日本支部では、WorldCongress 01 Surgery (WCS)一旧

International Surgical Week (ISW)における日本からの若手外科

医の参加を促進するために、 2013年8月にヘルシンキ大会より

Yokohama Award 01 Japan Chapter ISS/SICを設けました。そ

の第二固として、2015年8月にタイのバンコクにて開催される

WCS2015に参加する40歳以下の日本人を対象に、 以下のとお

り募集いたします。

1.応募者資格:

応募時点に40歳以下の日本人外科医で、以下の要件を満たすもの

①WCS2015バンコクにOralの演題を提出していること

(Abstractを "OraIOnly"または“Oralor Poster"で提出

していること)。

②ISS/SIC日本支部会員からの推薦があること

11.募集人数・ 5名程度

111. Award内容:一人当たり 10万円

IV.応募締切日:2015年1同23日 (金)

V.申し込み方法 .

① 申請書は日本支部のホームページからダウンロー ドして

ください。 http://iss-sic.umin.jp/ 

② 応募者は、申請書に推薦者である日本支部会員の署名、

提出演題の抄録を添付の上、郵送または電子メールにPDF

添付により、日本支部事務局に送付してください。

送付先・ ISS/SIC日本支部 (事務局秘書奥田京子)

慶膝義塾大学医学部外科学教室内

干160-8582東京都新宿区信濃町35

Emil: iss.sic.japan@gmail.com 

VI.選考方法 ・結果の通知

資格のあるものについて日本支部事務局が各領械のバランスを考

慮し依頼した審査員 (4名程度)により抄録内容を点数評価、事

務局が集計し、受賞者を決定します。

結果は2015年3月末までに、応募者にお知らせするとともに、

日本支部のホームページおよび日本支部ニュースで公表します。

お問い合わせ先:事務局長和田則仁 (nori-kkr@umin.ac.jp)

事務局秘書 奥田京子 (iss.sic.japan@gmail.com)

電話:03-5363-3802 Fax:03-3355-4707 
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